理-07-公-愛知（Ｂ）-問-05
 eq \o\ac(□,５)
太陽の動きについて調べるため，次の〔観察１〕から〔観察３〕までを行った。。

〔観察１〕
①
春分の日に，図１のような板に記録紙をはって中心Ｏに棒を垂直に立てたものを，愛知県のある地点ａの水平な場所に置いた。午前10時から１時問ごとに午後２時まで，棒のかげの長さを記録紙に記録した。

②
春分の日に，地点ａよりも緯度の高い地点ｂと地点ａよりも緯度の低い地点ｃで①と同じことを行った。

ただし，地点ｂ，ｃは日本国内にあり，地点ａと同じ経度にあるものとする。

③
記録した棒のかげの長さと棒の長さをもとにして，図２のように作図をし，正午における地点ａ，ｂ，ｃでの太陽の高さをそれぞれ求めた。
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〔観察２〕
①
春分の日に，図３のような大型透明半球を，愛知県のある地点ａの水平な場所に置いた。午前10時から１時問ごとに午後２時まで，中心０と太陽を結んだ線が大型透明半球と交わる点に印をつけ，太陽の位置を記録した。

②
①でつけた印をなめらかな線で結んだ。
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〔観察３〕
夏至の日と冬至の日に，愛知県のある地点ａで〔観察２〕と同じことを行った。



次の問１から問４までの問いに答えよ。

問１
〔観察１〕の①で，記録された棒のかげの長さについて述べた文として最も適当なものを，次のアからオまでの中から選んで，そのかな符号を書け。

ア
午前10時から午後２時までに記録されたかげの長さはすべて同じであった。

イ
午前10時に記録されたかげの長さが最も長く，時間がたつにつれてかげの長さは短くなった。

ウ
午前10時に記録されたかげの長さが最も短く，時間がたつにつれてかげの長さは長くなった。

エ
午前10時と午後２時に記録されたかげの長さはほぼ同じで，正午に記録されたかげの長さが最も長かった。

オ
午前10時と午後２時に記録されたかげの長さはほぼ同じで，正午に記録されたかげの長さが最も短かった。

問２
〔観察１〕の②で，地点ａ，ｂ，ｃにおいて正午に記録した棒のかげの長さは，それぞれＡ〔cm〕，Ｂ〔cm〕，Ｃ〔cm〕であり，互いに異なる値であった。これらのかげの長さと〔観察１〕の③で求めた太陽の高さとの関係について述べた文として最も適当なものを，次のアからエまでの中から選んで，そのかな符号を書け。

ア
かげの長さはＢが最も長く，Ａ，Ｃの順に短くなるので，太陽の高さは地点ｂが最も高い。

イ
かげの長さはＢが最も長く，Ａ，Ｃの順に短くなるので，太陽の高さは地点ｃが最も高い。

ウ
かげの長さはＢが最も短く，Ａ，Ｃの順に長くなるので，太陽の高さは地点ｂが最も高い。

エ
かげの長さはＢが最も短く，Ａ，Ｃの順に長くなるので，太陽の高さは地点ｃが最も高い。

問３
〔観察２〕の②で，午前10時から午後２時までの間で結んだなめらかな線の長さはおよそ何cmか。最も適当なものを，次のアからクまでの中から選んで，そのかな符号を書け。

ただし，春分の日には，太陽は真東から昇り真西に沈むものとし，大型透明半球の直径を60cm，円周率を3.14とする。

ア
８cm
イ
16cm
ウ
31cm
エ
47cm

オ
60cm
カ
63cm
キ
94cm
ク
188cm

問４
〔観察３〕で，午前10時から午後２時までの間で結んだなめらかな線の長さは，夏至の日と冬至の日ではそれぞれＧ〔cm〕，Ｔ〔cm〕であった。問３で求めた線の長さをＳ〔cm〕とするとき，Ｓ，Ｇ，Ｔの長さの関係について述べた文として最も適当なものを，次のアからケまでの中から選んで，そのかな符号を書け。

ア
Ｓ，Ｇ，Ｔはどれも同じ長さである。

イ
Ｓ，Ｇ，Ｔの順に長くなる。

ウ
Ｓ，Ｇ，Ｔの順に短くなる。

エ
Ｓが最も長く，ＧとＴはほぼ同じ長さである。

オ
Ｇが最も長く，ＳとＴはほぼ同じ長さである。

カ
Ｔが最も長く，ＳとＧはほぼ同じ長さである。

キ
Ｓが最も短く，ＧとＴはほぼ同じ長さである。

ク
Ｇが最も短く，ＳとＴはほぼ同じ長さである。

ケ
Ｔが最も短く，ＳとＧはほぼ同じ長さである。
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